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資源配分効率から見たオイルショック期の日本の経済成長（佐藤）
1 ）正会員総会
平成 26 年 4月16日（水）大会議室
平成 25 年度決算および事業報告、平成 26 年度予算及び事業計画を承認し、また平成 26 年度理事を
選出した。
臨時総会
平成 26 年 5月14日（水）大会議室
刊行補助費をゼミ活動報告書へも補助することを承認した。
2）理事会
第 1回　平成 16 年 4月30日（水）　学会室
平成 26 年度事業担当者、論集及び Intro 印刷業者が決定された。 また、学生懸賞論文の募集期間を
決定し、審査方法を検討した。
第 2回　平成 26 年 7月23日（水）　学会室
『高崎経済大学論集』56-2 への投稿希望者を承認した。 また、平成 27年度、論集特別号の発行を決
定した。
第 3回　平成 26 年 9月24日（水）　学会室
学術講演会の講師が承認された。 また、平成 27年度論集特別号の名称を『戦後 70 年を考える』とし
た。
第 4回　平成 26 年 12月10日（水）　学会室
学生懸賞論文の審査方法、審査員を決定した。 また、論集 57－4への投稿希望者、平成 27年度特集
号への寄稿予定者を承認した。
第 5回　平成 27年 1月28日（水）　学会室
学生懸賞論文の最終審査が行われ、 銀賞 1 編、佳作 3 編が選出された。
3）機関誌
『高崎経済大学論集』 1号、 2 号、 3 号、 4 号、 別冊『Intro 学びへのいざない』を刊行した。
学会主要記事
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業績予想非開示企業の財務的特徴と
　　アナリスト予想に対する影響について…………………………………………… 阿　部　圭　司
鉄道旅客輸送統計資料の収集とデジタルデータの作成……………………………… 大　島　登志彦
秋　葉　　　健
製糸業における技術改良と群馬県の生産体制………………………………………… 今　野　昌　信
スウェーデン上場会社における会社支配と企業統治（1）…………………………… 尾　形　　　祥
市町村における行政サービスごとの効率的な規模
　　――市町村の規模と権限の範囲についての再検討―― ………………………… 中　村　匡　克
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　　――ごみ処理有料制の実施状況から―― ………………………………………… 中　村　匡　克
各国中央銀行のマクロ計量モデルサーベイ　
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≪第 2回≫
日　時　　平成 26 年 7月25日（金）　
会　場　　図書館ホール
演　題　　『ゲーム理論と環境問題』
講　師　　早稲田大学政治経済学術院　教授　船木　由喜彦氏
≪第 3回≫
日　時　　平成 26 年 11月21日（金）　
会　場　　図書館ホール
演　題　　『グロバリゼーションと金融危機』
講　師　　早稲田大学　名誉教授　藪下　史郎氏
≪第 4回≫
日　時　　平成 26 年 12月18日（木）
会　場　　１号館 142 教室
演　題　　『地域分散ネットワーク型社会へ』
講　師　　慶應義塾大学　教授　金子　勝氏
5）研究会
　（1） 平成 27年 1月20日（火）
     　   　　藻利　衣恵　（本学経済学部講師）
        　　　「ストック・オプション会計の研究」
6）学生懸賞論文
　本学学生会員（学部生・博士前期課程大学院生）を対象に、「現代の教養・経済・経営をめぐっ
て」とし論文を募集した。
入賞論文
　銀賞　　「丸紅と伊藤忠の食品戦略の比較－2000 年代を中心に」
　　　　　　　 経済学部　2 年　乾　奈都子
　佳作　　「ボルカー・ルールを事例とした金融規制改革の考察」
　　　　　　　 経済学部　4 年　斉藤　直也
　佳作　　「保育事業の新たな展開」（共著）
　　　　　　　 経済学部　3 年　鈴木　結貴　　杉崎　志帆
　　　　　　　    　　　　　  　内川　侑香里　鈴木　舞
　佳作　　「経営理念の浸透メカニズムの一考察
　　　　　 　　　 －ヒューマン・ヘルスケアのエーザイを事例として」
　　　　　　　 経済学部　4 年　高橋　輝
4）学術講演会
≪第 1回≫
日　時　　平成 26 年 7月1日（火）　
会　場　　１号館 142 教室
演　題　　『鉄道営業近代化の足どりと上越新幹線開業の意義』
講　師　　東海旅客鉄道 ( 株 )　相談役　　須田　寛氏
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